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この計画で用いている「用語」について

福井市社会福祉協議会（「市社協」と略して表記）

　1951年（昭和26年）に設立され、1965年（昭和40年）に法人化（社会福祉

法人）し、現在に至っています。社会福祉法第109条で地域福祉の推進を目

的する団体として位置づけられています。法律に基づく社会福祉協議会は、都

道府県を単位にするものと、市区町村を単位とするものがあります。

ブロック地区社会福祉協議会（「ブロック地区社協」と略して表記）

　福井市内の49地区社協を８ブロックにまとめて編成し、ブロック内の地区

社協がまとまって地域の福祉に関する情報交換や合同研修を行っています。

地区社会福祉協議会（「地区社協」と略して表記）

　市内の小学校区（公民館）単位の全49地区に設立されている。住民主体の

理念のもと、民生児童委員、自治会、福祉委員、各種団体の関係者によって自

主的に運営されています。

団体

　悩みや課題を抱える本人や家族が中心となって構成する「当事者団体」、社

会福祉施設や福祉サービスを提供する「社会福祉法人」、「ボランティア団体」

などを含みます。


